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中期経営計画の振り返りと展望

2016 2021 2022 2023 2024 2025
（計画）

2017 2018 2019 2020

成長エンジンの構築
(2020年5月発表）

VISION2020 技術商社 × メーカー機能 VISION2025 技術商社機能を持つメーカーへ

成長ビジネスの立ち上げ
VISION2030 メーカーと技術商社の力で社会課題を解決

利益成長の加速
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1,799

5.5

2,300

3,000～3,500

半導体やITを中心とする最先端テクノロジーを通して社会課題に向き合い
期待を超える価値を持つ解決策を提供することで

社会の持続的発展に貢献する

メーカーと技術商社の力で
潜在的な社会課題を解決する会社
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サービス開発

セキュリティ

クラウド

検査装置 AI
ロボティクス

設計・量産
受託サービス

保守・運用
半導体・電子部品

ボード

IT インフラ

潜在的な社会課題

医療・ヘルスケア農 業 ものづくり 交 通 エネルギー

システム構築システム構築

3,000～
3,500億円

売上高

経常利益率
8.0％以上
ROE
20.0％以上

MISSION VISION

　当社は、現行の中期経営計画VISION2025に続く、新たな中期経営計画VISION2030（対象期間：2026年3月期
～2030年3月期）を策定しました。VISION2030では、半導体やITを中心とする最先端テクノロジーを通して社会課
題に向き合い、期待を超える価値を持つ解決策を提供することで、社会の持続的発展に貢献することをミッション（経
営方針）に掲げ、そのVISIONを「メーカーと技術商社の力で潜在的な社会課題を解決する会社」と制定しました。
　VISION2030達成に向けた全社方針として、当社グループが持つ「メーカー」と「技術商社」の力により潜在的社会
課題（顧客課題）の解決を図るとともに、持続的な利益成長に資する行動を推進していきます。

2,403

20.0

8.0

19.2

新中期経営計画 VISION2030

　当社はこれまで、中期経営計画VISION2020、VISION2025
と取り組みを進めてきました。
　VISION2020は、2016年3月期から2021年3月期までの
6か年計画でした。基盤ビジネスであるEC事業およびCN事業
による安定的な利益成長と、既存の事業基盤を活用した高付
加価値ビジネスを確立することを目標に掲げ、成長エンジンを
構築しました。
　VISION2025は、2022年3月期から開始し2025年3月期
が最終年度となる4か年計画です。VISIONを「技術商社機能を
持つメーカーへ」と定め、技術商社機能の進化とメーカー機能
の強化により、成長ビジネスの立ち上げを推進しています。
　2026年3月期から開始する新中期経営計画VISION2030
では、これまでの取り組みの成果と新たな取り組みにより、利
益成長の加速を目指していきます。　

新中期経営計画 VISION2030
メーカーと技術商社の力で社会課題を解決
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